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給
食
セ
ン
タ
ー
内
部

　

南
方
町
の
新
高
石
浦
地
内
に
建

設
を
進
め
て
い
た
西
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
４
月
９
日

か
ら
各
学
校
へ
給
食
を
配
送
し
て

い
ま
す
。

　

完
成
し
た
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
１
日
３
６
０
０
食
の
調
理

が
可
能
。
迫
、
南
方
、
米
山
の
一

部
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
16
施
設

に
約
３
５
０
０
食
を
供
給
し
て
い

ま
す
。

　

施
設
は
、
鉄
骨
造
り
１
階
建
て

で
延
べ
床
面
積
２
０
５
６
平
方
㍍
。

事
業
費
は
約
10
億
５
９
０
０
万
円

で
す
。
調
理
、
配
送
業
務
は
ニ
ッ

コ
ク
ト
ラ
ス
ト
東
日
本
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

16
施
設
へ
３
５
０
０
食

　

施
設
内
は
、
検
収
や
下
処
理
、

調
理
、
配
送
、
洗
浄
と
い
っ
た
エ

リ
ア
が
完
全
に
仕
切
ら
れ
、
人
と

衛
生
管
理
を
徹
底

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
も

食
材
の
交
差
汚
染
を
防
ぐ
明
確
な

ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
特
徴
で
す
。

　

床
は
、
乾
い
た
状
態
で
調
理
や

洗
浄
す
る
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方

式
。
衛
生
面
が
特
に
要
求
さ
れ
る

調
理
区
域
へ
は
、
ほ
こ
り
や
雑
菌

の
流
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
靴
や
エ

プ
ロ
ン
、
帽
子
を
取
り
替
え
、
エ

ア
ー
シ
ャ
ワ
ー
を
通
過
し
て
入
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
給
食
コ
ン
テ
ナ

の
配
送
時
、
外
気
に
触
れ
な
い
で

配
送
車
に
積
む
こ
と
が
で
き
る

ド
ッ
ク
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
、
衛
生
面
に
配
慮
し
た
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

は
、
児
童
生
徒
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
の
専
用
調
理
室

を
、
市
内
で
初
め
て
設
置
し
ま
し

た
。
ほ
か
の
食
材
と
の
交
差
を
防

ぎ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
の
調

理
が
で
き
ま
す
。
調
理
し
た
給
食

登
米
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
再
配
置
計
画
に
基
づ
き
再
編
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は
専
用
の
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
に
入
れ

て
学
校
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
型
食
生
活
の
充
実
を
目
指

し
、
炊
き
た
て
の
お
い
し
い
ご
飯

を
児
童
生
徒
に
提
供
で
き
る
よ
う

炊
飯
機
器
を
設
置
。
野
菜
や
果
物

を
カ
ッ
ト
す
る
処
理
能
力
も
高
め

ま
し
た
。
最
新
の
設
備
を
活
用

し
、
地
元
産
の
安
全
で
お
い
し
い

食
材
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
校
給
食
の
調
理

過
程
が
見
学
で
き
る
通
路
や
会
議

室
兼
食
堂
を
設
け
、
食
育
に
も
活

用
で
き
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
も
配
慮
し
た
ほ
か
、
自
家
用
発

電
機
や
受
水
槽
な
ど
も
装
備
。
災

害
時
に
も
対
応
で
き
る
機
能
を
併

　

４
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
開
所

式
に
は
関
係
者
約
60
人
が
出
席
。

布
施
孝
尚
市
長
は
「
今
ま
で
以
上

に
食
育
や
地
産
地
消
に
力
を
入

れ
、
登
米
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
安
全
で
お
い
し

い
給
食
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
衛

生
管
理
面
を
踏
ま
え
平
成
22
年
度

に
策
定
し
た
「
登
米
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
再
配
置
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
内
11
カ
所
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
５
施
設
に
集
約
し
ま
し

た
。 市

内
11
施
設
を
５
施
設
に

位
置
図

　

新
し
く
完
成
し
た
西
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
衛
生
管
理
を
徹

底
し
て
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
二
重
食
缶
を
使

用
し
、
温
か
い
物
は
温
か
く
、
冷

た
い
物
は
冷
た
い
ま
ま
届
け
る
こ

西部学校給食センター

髙山 清市 所長

と
が
で
き
ま
す
。
登
米
市
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
を
「
生
き
た
教
材
」

と
し
て
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の

食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
た
い
で

す
ね
。
地
場
産
食
材
を
で
き
る
だ

け
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
子
ど
も
た
ち

の
食
に
関
わ
る
感
謝
の
心
と
登
米

の
食
文
化
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
育

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■市内学校給食センターの再編

再編前 再編後 供給施設

東和学校給食センター
東部東和学校給食セン

ター
米谷小、錦織小、米川小、東和中

中田学校給食センター
北部学校給食センター

石森小、加賀野小、宝江小、上沼小、浅水小、

石越小、中田中、石越中、石越幼石越学校給食センター

豊里・登米学校給食センター
南部学校給食センター

登米小、豊里小、米山東小、登米中、豊里中、

米山東幼（米山学校給食センター）

佐沼小学校給食センター

西部学校給食センター

佐沼小、新田小、北方小、中津山小、米岡小、

南方小、西郷小、東郷小、佐沼中、新田中、

米山中、南方中、米山西幼、南方幼、西郷幼、

東郷幼

北方小学校給食センター

新田学校給食センター

佐沼中学校給食センター

南方学校給食センター

（米山学校給食センター）

津山学校給食センター
東部津山学校給食セン

ター
柳津小、横山小、津山中

せ
持
っ
た
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※　米山学校給食センターは、西部と南部に分割
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東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
使
用

不
能
と
な
っ
た
石
越
中
学
校
（
生

徒
１
３
４
人
）
で
、
災
害
復
旧
に

伴
う
新
築
工
事
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
に
は
建
設
予
定
地
で

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
、

関
係
者
約
50
人
が
出
席
。
神
事
の

後
、
布
施
孝
尚
市
長
が
「
１
日
も

早
く
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
伸

び
伸
び
と
学
び
、
友
達
と
の
語
ら

い
が
で
き
る
環
境
に
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
旧
校
舎
を
解
体
中

の
同
中
敷
地
内
に
建
設
し
て
い
ま

す
。
鉄
筋
３
階
建
て
で
延
べ
床
面

積
は
約
２
９
０
０
平
方
㍍
。
併
せ

て
、
鉄
筋
一
部
鉄
骨
２
階
建
て
延

べ
床
面
積
約
１
６
０
０
平
方
㍍
の

屋
内
運
動
場
も
整
備
し
ま
す
。
事

業
費
は
約
14
億
８
０
０
０
万
円
で
、

今
年
度
中
の
完
成
、
平
成
26
年
度

か
ら
の
使
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

年
度
内
の
完
成
目
指
す

震
災
で
大
規
模
損
壊
の
校
舎

　

石
越
中
学
校
は
、
一
昨
年
３
月

の
震
災
で
校
舎
の
基
礎
部
分
な
ど

が
大
規
模
損
壊
し
ま
し
た
。
調
査

の
結
果
、
継
続
使
用
は
危
険
と
判

断
し
、
そ
の
年
の
８
月
中
旬
か
ら

翌
年
の
１
月
上
旬
ま
で
は
中
田
町

に
あ
る
旧
上
沼
小
学
校
を
仮
校
舎

と
し
て
使
用
。
そ
の
後
、
石
越
総

合
運
動
公
園
内
に
建
設
し
た
仮
設

校
舎
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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市
の
広
報
紙
「
広
報
と
め
」
が
、

平
成
25
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

（
日
本
広
報
協
会
主
催
）
で
、
全

国
第
３
位
と
な
る
入
選
２
席
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
各
都
道
府
県
か
ら
推
薦
さ
れ

た
広
報
紙
や
広
報
写
真
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
対
象
に
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

入
選
し
た
の
は
広
報
紙
（
市

登米風土博覧会に２万人

部
）
部
門
。
平
成
24
年
12
月
１
日

号
発
行
の
広
報
と
め
で
す
。
震
災

の
被
災
者
支
援
に
奔
走
し
た
女
性

グ
ル
ー
プ
「
え
が
お
ね
っ
と
」
の

活
動
を
紹
介
し
た
特
集
が
高
く
評

価
さ
れ
た
ほ
か
「
広
報
紙
の
紙
面

の
至
る
所
に
地
域
に
暮
ら
す
人
た

ち
が
登
場
し
、
温ぬ

く

も
り
を
感
じ
さ

せ
る
紙
面
を
構
成
し
て
い
る
」
な

ど
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

全国広報コンクールで評価

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の一
環
で
す
。
期

間
中
は
市
内
外
か
ら
約
２
万
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
内
産
の
食
材
を
使
っ

た
弁
当
や
バ
ー
ガ
ー
類
、
菓
子
、

お
土
産
品
を
提
供
す
る
32
店
舗
が

出
店
。
最
終
日
の
29
日
に
は
、
来

場
者
の
投
票
に
よ
り
、
四
つ
の
部
門

で
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
ま

し
た
。

　

登
米
の
「
旨う
ま
い
」
を
あ
な
た
が

決
め
る
３
日
間
。
登
米
市
の
ご
当

地
グ
ル
メ
を
集
め
た
食
の
祭
典
「
登

米
風ふ

う

土ど

（
Ｆｏｏ
ｄ
）
博
覧
会
」
が

４
月
27
〜
29
日
ま
で
の
３
日
間
、

迫
町
に
あ
る
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公

園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
県
内
で

展
開
さ
れ
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ



07 2013.6.1

新田駅前区と災害協定

　

迫
町
に
あ
る
市
歴
史
博
物
館
で

４
月
23
日
、
開
館
か
ら
の
入
館
者

が
10
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
10
万
人
目
の
入
館

者
は
、
七
ヶ
浜
町
に
お
住
ま
い
の

鈴
木
正
広
さ
ん
。
鈴
木
さ
ん
は
こ

の
日
、
妻
の
と
し
え
さ
ん
と
登
米

市
を
訪
れ
、
鹿
ケ
城
公
園
の
桜
を

鑑
賞
し
て
い
る
と
き
に
博
物
館
を

見
つ
け
入
館
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

鈴
木
さ
ん
に
は
同
館
の
泉
敏
彦
館

長
か
ら
10
万
人
目
の
認
定
証
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
歴
史
博
物
館
は
平
成
12
年
10

月
28
日
に
迫
町
歴
史
博
物
館
と
し

て
開
館
。
市
内
に
あ
る
縄
文
時
代

の
遺
跡
の
出
土
品
や
江
戸
時
代
の

武
具
、
農
具
な
ど
を
常
設
展
示
、

映
像
コ
ー
ナ
ー
や
情
報
検
索
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

歴
史
博
物
館 

開
館
12
年
で

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小

中
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
し
た

研
修
会
を
５
月
１
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
市
内
小
中
学
生
全
員
を
対
象
に

導
入
す
る
学
校
生
活
満
足
尺
度
検

査
「hyper-Q

U

（
ハ
イ
パ
ー
・

キ
ュ
ー
ユ
ー
）」
の
考
案
者
で
、

早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学

術
院
の
河
村
茂
雄
教
授
。
会
場
の

登
米
祝
祭
劇
場
に
は
、
市
内
教

職
員
全
体
の
90
㌫
に
当
た
る
約

４
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
同
士
が
学
び
合
う
学

級
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
河
村
氏
は
、
社
会
問

題
に
も
な
っ
て
い
る
「
い
じ
め
」

や
「
不
登
校
」「
学
級
崩
壊
」
の

問
題
を
出
さ
な
い
た
め
の
学
校
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

市
内
教
職
員
対
象
に
研
修
会

　

迫
町
の
新
田
駅
前
区
で
組
織
す

る
新
田
駅
前
区
自
主
防
災
互
助

会
（
石
川
法の

り

夫お

会
長
）
と
地
区
内

に
立
地
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
せ
く
れ
」
を
運
営
す
る
社
会

福
祉
法
人
ふ
れ
あ
い
の
里
（
宮
崎

裕ゆ
た
か

理
事
長
）
が
５
月
９
日
、
災

害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
地
区
の
自
主
防
災
組
織
が
単

独
で
災
害
協
定
を
締
結
す
る
の
は

市
内
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

協
定
は
、災
害
時
に
「
せ
く
れ
」

を
新
田
駅
前
区
の
避
難
所
に
し
た

り
、
施
設
内
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
用
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

も
の
。
締
結
式
に
は
、
新
田
駅
前

区
の
住
民
や
「
せ
く
れ
」
の
職
員
、

布
施
孝
尚
市
長
ら
約
20
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
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現
在
、
首
都
圏
で
風
し
ん
が
流

行
し
て
お
り
、
県
内
の
罹り

か
ん患
数

は
、
42
人
（
５
月
16
日
現
在
）
と

昨
年
１
年
間
の
数
を
超
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
県
内
で
流
行
拡
大
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
防

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風

し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や

耳
、
心
臓
な
ど
に
障
が
い
が
お
こ

る
可
能
性
が
あ
る
「
先
天
性
風
疹

症
候
群
」
を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
風
し
ん
の
予
防
に
は
予

防
接
種
が
効
果
的
で
す
が
、
妊
娠

し
て
い
る
人
は
接
種
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
妊
娠
を
希
望
さ
れ

て
い
る
女
性
で
、
罹
患
し
た
こ
と

の
な
い
人
、
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
妊

娠
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性

は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
際
に
、
風

し
ん
抗
体
価
の
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
で
抗
体

の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

抗
体
の
有
無
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
か
か
り
つ
け
の
産
婦
人
科
医

師
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
先
天
性
風
疹
症
候
群

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
風
し

ん
予
防
接
種
費
用
の
全
額
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
と

相
談
し
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

❶
妊
娠
を
希
望

し
て
い
る
19
歳
以
上
49
歳
以
下
の

女
性
と
そ
の
配
偶
者
❷
妊
娠
し
て

い
る
女
性
の
配
偶
者

１
人
１
回

全
額平

成
26
年
３
月
31

日
ま
で

接
種
し

た
こ
と
が
分
か
る
領
収
書
（
原

本
）、
接
種
済
証
な
ど
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
確
認
で
き
る
も
の
、
印

鑑
、
申
請
者
の
振
込
先
口
座
番
号

が
分
か
る
も
の

市
民
生
活
部
健

康
推
進
課
（
健
康
推
進
係
）

☎
０
２
２
０
（
58
）
２
１
１
６
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❶
利
用
会
員
が
登
米
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
ま
す
❷
登
米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
協
力
会
員

を
調
整
し
て
、
利
用
会
員
に
連
絡

し
ま
す
❸
利
用
会
員
と
協
力
会
員

が
事
前
に
打
合
せ
を
し
て
、
必
要

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
実
費

負
担
を
確
認
し
ま
す
❹
保
育
サ
ー

ビ
ス
が
行
わ
れ
、
利
用
会
員
か
ら

協
力
会
員
に
直
接
、
報
酬
な
ど
を

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

登
米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
ま
た
は
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
万
一
に
備
え
て
補
償
保
険
制

度
に
加
入
し
ま
す
。（
会
員
の
個

人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
資
格
＝
市
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

で
、
お
お
む
ね
生
後
２
カ
月
か
ら

小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
人
▼
登
録
＝
登
米
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
、
各
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
登
録
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
の

上
顔
写
真
（
２
c
m
×
２
c
m
）

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
▼
申
し
込
み
先
＝
登
米
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
、
各
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー▼

市
内
に
居
住
し

て
い
る
心
身
と
も
に
健
康
な
20
歳

以
上
（
学
生
は
除
く
）、
自
宅
で

安
全
に
お
子
さ
ん
を
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
人
。
保
育
士
な
ど
の
資

格
を
有
す
る
か
、
市
が
主
催
す
る

講
習
会
（
表
１
）
を
受
講
し
た
人
。

▼
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
、
学

童
の
開
始
前
や
終
了
後
の
送
迎
ま

た
は
預
か
り
▼
保
護
者
や
兄
弟
姉

妹
の
通
院
、
冠
婚
葬
祭
、
学
校
行

事
な
ど
の
時
の
子
ど
も
の
預
か
り

※
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
宿
泊
は 

　

含
ま
れ
ま
せ
ん

①
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

　

７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
1

　

時
間
あ
た
り
６
０
０
円
（
以
降

　

30
分
毎
３
０
０
円
） 

②
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

　

始
お
よ
び
①
の
時
間
外
１
時
間

　

あ
た
り
７
０
０
円
（
以
降
30
分

　

毎
３
５
０
円
）

※
原
則
と
し
て
１
回
に
つ
き
１
時

　

間
以
上
で
、
以
降
30
分
単
位
で

　

計
算
し
ま
す
。

※
お
や
つ
や
食
事
、
紙
お
む
つ
な

　

ど
実
費
は
別
途
利
用
会
員
の
負

　

担
に
な
り
ま
す
。

　

☎
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皆
さ
ん
が
使
う
水
道
水
の
ほ
と

ん
ど
は
、
北
上
川
か
ら
く
み
上
げ

き
れ
い
に
し
た
も
の
で
す
。
北
上

川
は
、
長
さ
が
２
４
９
㎞
に
も
及

ぶ
日
本
を
代
表
す
る
大
河
で
す

が
、
そ
の
源
流
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
源
流
に
触
れ
る
こ
と
で
、
水

の
大
切
さ
と
水
道
へ
の
理
解
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
北
上

川
源
流
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
７
日
（
日
）　

午
前

７
時
30
分
出
発
、
午
後
５
時
30
分

解
散
（
予
定
）

「
弓ゆ

は
ず弭
の
泉
」
岩
手
県
岩

手
郡
岩
手
町
御
堂

「
旧
松
尾
鉱
山
新
中
和
処
理
施

設
」
岩
手
県
岩
手
郡
岩
手
町

小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

】
40
人

２
０
０
０
円
（
昼
食

代
込
み
）

※
見
学
会
当
日
に
ご
持
参
く
だ  

さ
い
。

　市民の皆さんが安心して市民活動に参加できるよう、市
では市民活動総合補償制度を設けています。保険料は、市
が負担し保険会社と契約しますので、皆さんが事前に加入
や登録の手続きをする必要はありません。この補償制度は、
自治会や市民活動団体、その他市民活動をしている人が、
公益的な活動中のけがや、第三者を負傷させた場合、財物
に損害を与えた場合など不慮の事故を救済するためのもの
です。

市内を拠点として継続的、自発的に市民
活動を行う個人や団体

▶市内を拠点として継続的および自発的な社会貢献活動で、
　無報酬で公益性のある活動
※無報酬とは、労働の対価を得ていないことをいい、昼食
　代、交通費の実費程度は報酬に含みません。
▶市が主催・共催する市民活動に類する事業または行事で、
　市民が無報酬で参加する活動 　

企画部市民活動支援課
　　　　　　　☎ 0220（22）2173　FAX 0220（22）9164

　

市
で
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
を
理

解
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
大
切
に

考
え
る
人
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、

お
互
い
に
支
え
合
え
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
く
た
め
「
精
神
保
健
入

門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
最
近

関
心
が
高
く
な
っ
て
い
る
「
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
研
修
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
役
所
南
方
庁
舎

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
た
い
人
（
先
着
20

人
）

電
話　
　

６
月
20
日
（
木
）市

民
生
活
部
健
康
推
進
課
（
地
域
保

健
係
）　

☎
０
２
２
０
（
58
）
２
１
１
６　
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】
は
が
き
に
❶
住
所

（
郵
便
番
号
も
記
入
）
❷
氏
名
（
参

加
者
全
員
の
名
前
を
記
入
）
❸
年

齢
❹
電
話
番
号
❺
「
北
上
川
源
流

見
学
会
参
加
希
望
」
と
記
入
の
上

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
９
８
７

－

０
７
０
２

　

登
米
市
登
米
町
寺
池
目
子
待
井

３
８
１
番
地
１
「
登
米
市
水
道
事

業
所
水
道
管
理
課
」

※
１
枚
の
は
が
き
で
５
人
ま
で
応

　

募
で
き
ま
す
。６

月
21
日
（
金
）

必
着

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選  

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
道
事
業
所
水

道
管
理
課
（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０
（
52
）
３
３
１
３

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、「
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
す
る
皆

さ
ん
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。】

市
内
に
住
所
を
有
す

る
（
予
定
を
含
む
）
個
人
で
、
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
建
物
を
住
宅

と
し
て
使
用
す
る
人

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
公
称
最
大
出
力
１
㌗
あ
た
り

２
万
円
（
上
限
額
８
万
円
、
千
円

未
満
切
り
捨
て
）

国
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
補

助
金
の
交
付
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム

で
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

電
力
会
社
と
対
象
シ
ス
テ
ム
の
電

力
受
給
を
開
始
す
る
も
の
。
な

お
、
既
築
住
宅
に
設
置
す
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
市
内
に
所
在
す

る
事
業
者
が
受
注
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

事
前
に
国
の
補
助

金
の
申
し
込
み
手
続
き
を
し
た
上

で
、
市
民
生
活
部
環
境
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書 

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類

を
添
え
て
環
境
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
の
際

に
は
、
必
ず
市
の
補
助
金
交
付
要

綱
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
６
月
５

日
（
水
）
〜
平
成
26
年
２
月
28
日

（
金
）
必
着

※
申
請
額
の
総
額
が
予
算
額
に
達

　

し
た
場
合
は
、
期
間
内
で
あ
っ

　

て
も
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

】

市
民
生
活
部
環
境
課　

〒
９
８
７

－

０
４
０
１　

登
米
市

南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０
番
地

☎
０
２
２
０
（
58
）
５
５
５
３

　市では、旧町単位で計画された個々の都市計画
を平成 21 年度に市全体の都市計画として再編し
ました。都市計画区域内の用途地域についても検
討を進め、平成 24 年度には土地の利用実態や将
来性から迫町佐沼地区の一部について用途地域の
新規指定と変更を、南方町新島前地区について用
途地域の新規指定をそれぞれ実施しました。今回
の新規指定と変更の概要は右記のとおりです。
　詳細は、住宅都市整備課で都市計画図を確認い
ただくか、市ホームページに掲載している該当区
域を含む都市計画図をご覧ください。

建設部住宅都市整備課（都市整備係）
☎　0220（34）2316
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児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
６

月
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
届
け
出
は
、
受
給
者
お
よ
び
児

童
の
生
活
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審

査
し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
決
定
す
る
大

切
な
手
続
き
で
す
。
対
象
者
に
は

個
別
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
受
付
日
時
な
ど
を
確
認
し
て

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し

　

て
、
６
月
か
ら
支
給
が
開
始
さ

　

れ
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。

　

現
況
届
の
手
続
き
に
は
、
次
の

も
の
が
必
要
で
す
。

❶
送
付
さ
れ
た
現
況
届
お
よ
び
案

内
通
知
❷
印
鑑
❸
受
給
者
の
健
康

福
祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課
（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０
（
58
）
５
５
６
２

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
厚
生

年
金
加
入
者
の
み
）

▼
受
給
者
ま
た
は
配
偶
者
が
平
成

25
年
１
月
１
日
以
降
に
登
米
市
に

転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
前
住
所
地

の
「
平
成
25
年
度
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
（
平
成
24
年
中
の
所
得

の
証
明
）」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

各
総
合
支
所
と
も

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
下
記
期
間
に
手
続
き
で
き
な
い

　

人
は
、
６
月
中
に
各
総
合
支
所

　

市
民
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
土
・
日
・
祝

　

祭
日
は
除
き
ま
す
）

　☎

   

     　　  

☎

　　　　　☎　
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福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では、市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定をしましたので、
その結果をお知らせします。

測定方法／地上1m（幼稚園・小学校：地上50cm）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当りの放射線量）
町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森小学校 5月 13日 曇り 0.06

中田

諏訪公園 5月　8日 晴れ 0.07
森幼稚園 5月 13日 曇り 0.06 宝江ふれあいセンター 5月　8日 晴れ 0.06
佐沼小学校 5月 13日 曇り 0.06 浅水ふれあいセンター 5月 15日 曇り 0.06
佐沼幼稚園 5月 13日 曇り 0.06 中田海洋センター 5月 15日 曇り 0.06
佐沼中学校 5月 13日 曇り 0.07 石森ふれあいセンター 5月 15日 曇り 0.05
東佐沼幼稚園 5月 13日 曇り 0.07 中田生涯学習センター 5月 15日 曇り 0.06
北方小学校 5月 13日 曇り 0.07 石ノ森章太郎ふるさと記念館 5月 15日 曇り 0.06
北方幼稚園 5月 13日 曇り 0.05 中田総合体育館 5月　8日 晴れ 0.07 室内
新田小学校・新田中学校 5月 13日 曇り 0.06

豊里

豊里幼稚園 5月 16日 曇り 0.07
新田幼稚園 5月 13日 曇り 0.07 豊里小・中学校 5月 16日 曇り 0.07
歴史博物館 4月 22日 晴れ 0.05 豊里公民館 5月 16日 曇り 0.05
迫公民館 4月 22日 晴れ 0.05 豊里多目的広場 5月 16日 曇り 0.05
市民プール 4月 22日 晴れ 0.05 平筒沼農村文化自然学習館 5月 16日 晴れ 0.07
視聴覚センター 4月 22日 晴れ 0.06 豊里運動公園 5月　2日 晴れ 0.06
光ヶ丘球場 4月 22日 晴れ 0.05

米山

米山東幼稚園 5月 10日 晴れ 0.07
梅ノ木グリーンパーク 4月 22日 晴れ 0.06 米山東小学校 5月 10日 晴れ 0.08
大東公園 5月 13日 曇り 0.04 米岡小学校 5月 10日 晴れ 0.07
迫図書館 5月 13日 曇り 0.05 米山中学校 5月 10日 晴れ 0.06
迫海洋センター 5月 13日 曇り 0.05 中津山小学校 5月 10日 晴れ 0.06
新田総合運動場 5月 13日 曇り 0.06 米山西幼稚園 5月 10日 晴れ 0.07
迫武道館 5月 13日 曇り 0.05 善王寺コミュニティセンター 4月 26日 雨 0.06

登米

登米幼稚園 5月 14日 晴れ 0.06 吉田公民館 4月 26日 雨 0.06
登米小学校 5月 14日 晴れ 0.07 吉田運動場 4月 26日 雨 0.08
登米中学校 5月 14日 晴れ 0.07 米山公民館 5月 10日 晴れ 0.05
警察資料館 5月　7日 曇り 0.08 米山海洋センター 5月 10日 晴れ 0.06
高倉勝子美術館 5月　7日 曇り 0.06

石越

石越幼稚園 5月 15日 曇り 0.10
登米総合運動公園 5月　7日 曇り 0.08 石越小学校 5月 15日 曇り 0.10
教育資料館 5月 14日 晴れ 0.08 石越中学校 5月 15日 曇り 0.07
伝統芸能伝承館 5月 14日 晴れ 0.07 石越公民館 5月　8日 晴れ 0.08
登米総合体育館 5月 14日 晴れ 0.06 石越総合運動公園 5月　8日 晴れ 0.07
登米公民館 5月 14日 晴れ 0.06

南方

西郷幼稚園 5月 16日 晴れ 0.06

東和

米谷幼稚園 5月 14日 晴れ 0.07 西郷小学校 5月 16日 晴れ 0.05
米谷小学校 5月 14日 晴れ 0.07 東郷幼稚園 5月 16日 晴れ 0.06
米川小学校 5月 14日 晴れ 0.07 東郷小学校 5月 16日 晴れ 0.09
錦織小学校 5月 14日 晴れ 0.08 南方幼稚園 5月 16日 晴れ 0.06
東和中学校 5月 14日 晴れ 0.10 南方小学校 5月 16日 晴れ 0.06
米川公民館 5月　7日 曇り 0.13 南方中学校 5月 16日 晴れ 0.06
東和国際交流センター 5月　7日 曇り 0.09 南方中央運動広場 5月 16日 晴れ 0.08
楼台コミュニティーセンター 5月　7日 曇り 0.07 南方総合運動場 5月　9日 晴れ 0.06
東和総合運動公園 5月 14日 晴れ 0.07 南方武道伝承館 5月 16日 晴れ 0.06
東和勤労青少年ホーム 5月 14日 晴れ 0.05 室内 西郷公民館 5月　9日 晴れ 0.05

中田

さくら幼稚園 5月 15日 曇り 0.06 南方公民館 5月　9日 晴れ 0.06
中田幼稚園 5月 15日 曇り 0.07 東郷公民館 5月　9日 晴れ 0.07
浅水小学校 5月 15日 曇り 0.07

津山

つやま幼稚園 5月 10日 晴れ 0.07
宝江小学校 5月 15日 曇り 0.08 柳津小学校 5月 10日 晴れ 0.09
加賀野小学校 5月 15日 曇り 0.08 横山小学校 5月 10日 晴れ 0.08
上沼小学校 5月 15日 曇り 0.08 津山中学校 5月 10日 晴れ 0.08
石森小学校 5月 15日 曇り 0.08 津山林業総合センター 5月 10日 晴れ 0.06 室内
中田中学校 5月 15日 曇り 0.06 津山運動広場 5月 10日 晴れ 0.07
中田球場 5月　8日 晴れ 0.05 津山河川運動場 5月 10日 晴れ 0.08

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50cm～1mの高さで、0.23マイクロシーベル  
トとなります。

※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ6月21日号でお知らせします。

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、定期
的に空間放射線量を測定しています。
測定場所は市消防署および消防署出張
所や学校、教育施設などです。測定結
果は市ホームページに掲載するととも
に、市消防署および消防署出張所の測
定値を毎日メール配信サービスにて配
信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

市民生活部環境課（生活環境係）　☎ 0220 （58） 5553　
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▲目標を定め、慎重にストーンを投じる選手たち

　

佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
主
催

に
よ
る
ユ
ニ
カ
ー
ル
交
流
大
会
が
４
月
27
日
、

迫
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
競
技
を
通
し

て
地
域
住
民
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
。
当

日
は
16
チ
ー
ム
総
勢
88
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
、
各
チ
ー
ム
と
も
戦
況
に

合
わ
せ
て
作
戦
を
立
て
な
が
ら
、
相
手
チ
ー
ム

の
ス
ト
ー
ン
や
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
を
め
が
け

て
ス
ト
ー
ン
を
滑
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
一
投
ご

と
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
選
手
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

迫

　

仙
台
東
和
会
の
総
会
が
４
月
25
日
、
仙
台
市

の
パ
レ
ス
宮
城
野
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台

東
和
会
は
仙
台
に
住
む
東
和
町
出
身
者
98
人
で

構
成
。
ふ
る
さ
と
を
思
う
会
員
の
親
睦
と
融
和

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
会
員
の
ほ
か
登
米
市
か
ら
東
和

町
域
の
市
議
会
議
員
や
関
係
者
ら
８
人
が
出
席
。

総
会
終
了
後
は
、
小
野
寺
寛か

ん
い
ち
一
さ
ん
（
米
川
９

区
）
に
よ
る
「
開
拓
者
及
川
甚
三
郎
氏
に
つ
い

て
」
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
近
況

を
語
り
合
っ
た
り
と
終
始
和
や
か
に
進
め
ら
れ
、

最
後
は
ふ
る
さ
と
の
物
産
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▲ふるさとの東和町を思い親睦を深めました

東和

　

震
災
で
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
登
米
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
遠え

ん
ざ
ん
そ
う

山
荘
」
の
落
成
式

が
５
月
１
日
、
登と

よ
ま米
町
馬
場
埣
に
完
成
し
た
新

施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
遠
山
荘
は
平
成
５
年
４
月
に
開
所
。
長
年

に
渡
っ
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
震
災
後
は
、

社
会
福
祉
法
人
恵
泉
会
が
運
営
す
る
別
の
施
設

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

新
た
な
「
遠
山
荘
」
が
開
所
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

落
成
式
で
は
、
地
域
の
代
表
と
今
年
で

１
０
１
歳
と
な
る
中
澤
静し

ず
こ子
さ
ん
が
利
用
者
代

表
と
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
新
た
な
高

齢
者
福
祉
施
設
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

▲地域の代表と利用者代表によるテープカット

登米
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▲交通事故がなくなることを願い、交差点に看板を設置

中田

　
「
平
筒
沼
ふ
れ
あ
い
公
園
桜
ま
つ
り
」
が
４

月
27
、
28
日
の
２
日
間
、
平
筒
沼
ふ
れ
あ
い
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
、
平
筒
沼
周
辺
の
桜
並
木
を
散
策

す
る
人
や
平
筒
沼ｙ
ｏ
ｕ
ｙ
ｏ
ｕ
館
内
に
設
置

し
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
舞
踊
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、

お
神
楽
を
楽
し
む
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

屋
外
で
行
わ
れ
た
よ
さ
こ
い
演
舞
も
ま
つ
り
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
か
ら
は
平
筒
沼
ふ
れ
あ
い
公
園
の

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
て
い
て
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
美
し
い
桜
と
平
筒
沼
の
自
然
を
堪

能
し
な
が
ら
、
春
の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
豊
里
支
部
（
佐
々
木

伸の
ぶ
お雄
支
部
長
）
の
結
団
式
が
５
月
９
日
、
豊
里

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
６
団
体
か
ら
総
勢
93
人

の
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
紹
介
で
は
、
団
員
が
日
頃
の
活
動

内
容
や
今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標
、
指
導
者
や
保
護

者
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
、
各
団
体
を
代
表
し
て
豊
里
中

学
校
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
将
の
酒
井
桂け

い
と士

さ
ん
（
新
町
）
が
、
今
年
の
活
躍
を
力
強
く
宣

誓
。
会
場
に
は
各
団
体
の
指
導
者
や
多
く
の
保

護
者
ら
が
来
場
し
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲各団体を代表して元気に力強く宣誓する酒井主将

豊里

▲会場は常時たくさんの人たちでにぎわいました

米山

　

中
田
交
通
安
全
協
議
会（
佐
々
木
勝か
つ
じ治
会
長
）

が
４
月
２
日
、
地
区
内
の
交
通
安
全
看
板
の
設

置
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
の

事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
の
交
通

安
全
運
動
週
間
を
前
に
、
特
に
事
故
の
多
い
交

差
点
に
交
通
安
全
看
板
の
設
置
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

看
板
の
設
置
は
、
交
通
事
故
の
防
止
に
願
い

を
込
め
て
、
協
議
会
の
役
員
が
実
施
。
こ
れ
ま

で
に
設
置
し
た
看
板
の
点
検
も
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
参
加
し
た
役
員
は
、「
悲
惨
な
交
通
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
今
後
も
交
通
安
全
を
啓

発
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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石
越
地
区
で
活
動
す
る
保
健
活
動
推
進
員
へ

の
委
嘱
状
交
付
が
４
月
25
日
、
石
越
総
合
支
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
健
活
動
推
進
員
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
や
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い
た
だ

く
た
め
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
、
任
期

は
２
年
。
各
行
政
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
47
人
を

代
表
し
て
佐
々
木
八や

え

こ
重
子
さ
ん
（
遠
沢
）
に
対

し
、
石
越
総
合
支
所
の
千
葉
一か

ず
よ
し吉
支
所
長
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
越
地
区
で
は
５
月
14
日
か
ら
総
合
健
診
が

行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
開
催
さ
れ
る
健
康
推
進

の
事
業
と
併
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

石越

　

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
４
月
19

日
、
津
山
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
健
康
増
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
を
目
的
に
毎
年
春
に
開
催
。
今
年
で
15
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

津
山
地
区
で
本
年
度
最
初
と
な
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
あ
っ
て
、
33
人
の
選
手
が
参

加
。
競
技
は
８
コ
ー
ス
２
ラ
ウ
ン
ド
の
個
人
戦

で
行
わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
選
手
は
一
打
一
打
真
剣
な
表
情
で
ポ
ー
ル

ポ
ス
ト
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。

　

好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
選
手
が
多
く
見
ら

れ
、
と
き
に
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
出
る
な
ど

白
熱
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲和気あいあいとした雰囲気の中、真剣にポールポストを狙う選手たち

津山

　

南
方
の
高
石
地
区
か
ら
梶
沼
地
区
の
約
６
㌔

に
わ
た
る
堤
防
に
、
１
０
０
０
本
を
超
え
る
桜

が
咲
き
誇
る
「
み
な
み
か
た
千
本
桜
ま
つ
り
」

が
、
４
月
20
日
か
ら
29
日
ま
で
の
10
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
き
た
い
」

と
い
う
市
民
の
要
望
に
応
え
、
ま
つ
り
初
日
に

歩
行
者
天
国
を
実
施
。
低
温
が
続
き
、
桜
は
五

分
咲
き
程
度
で
し
た
が
、
堤
防
の
の
り
面
に
は

地
元
の
有
志
が
ま
い
た
菜
の
花
が
見
事
な
花
を

咲
か
せ
て
お
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
心
を
和
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
南
方

文
化
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

▲

南方

▲
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今
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
県
内
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
５
月
５
日
の
日
曜
日
、

「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」
登と
よ
ま米
町
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。（
17
〜
19
ペ
ー
ジ
）
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目
線
が
普
段
と
違
う

　登米市観光物産協会の女性
職員が、羽織はかま姿の「お
もてなし戦隊ハイカラレン
ジャー」を結成しました。仙
台・宮城デスティネーション・
キャンペーン（ＤＣ）に合わ
せ、４月から６月までの毎週
日曜を「ハイカラさんデー」
と定めて「みやぎの明治村」
登米町を案内しています。

ハイカラさんデー

吉
田 

真ま

り

こ
理
子
さ
ん

（
白
石
市
在
住
）

人
力
車　

乗
る
人
・
引
く
人

　

白
石
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

実
家
は
登
米
町
（
後
舟
橋
）
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
利
用
し

て
夫
と
娘
と
帰
省
し
ま
し
た
。
地

元
出
身
で
す
が
人
力
車
に
は
初
め

て
乗
り
ま
し
た
。
目
線
の
高
さ
が

普
段
と
は
全
然
違
っ
て
、
気
持
ち

良
か
っ
た
で
す
ね
。

　

観
光
物
産
協
会
の
お
手
伝
い
で
、

休
日
な
ど
に
人
力
車
を
走
ら
せ
て
い

ま
す
。
普
段
は
会
社
勤
め
を
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
人
力
車
を
引
い
て

も
う
15
年
ぐ
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
お
客
様
を
乗
せ
る
の
で
、
安

全
運
転
が
一
番
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ

な
方
を
乗
せ
る
の
で
楽
し
い
で
す
。

菊
地　

治は
る

雄お

さ
ん

（
登
米
町
・
九
日
町
）

安
全
運
転
が
一
番
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ＤＣポスター・登米小児童が躍動
　仙台・宮城デスティネーションキャンペー
ン（ＤＣ）に合わせ、ＪＲ東日本が作製した
ポスターの中に、登

とよま

米町を舞台にしたポスター
があります。撮影場所は、国指定重要文化財
建造物の教育資料館（旧登米高等尋常小学校）。
今年３月 14日、冷たい風が吹く中での撮影
でしたが、登米小学校の児童たちが教育資料
館の前庭や２階から、紙ヒコーキを元気一杯
に飛ばしている様子が切り取られています。
キャッチコピーは「この場所で、待ってます。
仙台・宮城」。ポスターは3000枚が作製され、
ＪＲ東日本や全国の主要なＪＲの駅に掲示さ
れているほか、迫、中田、南方、登米庁舎な
どで見ることができます。

　

Ｄ
Ｃ
期
間
中
、
６
月
30
日
ま
で

は
常
設
展
示
の
ほ
か
特
別
企
画
展

と
し
て
「
お
花
見
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
花
見
展
で
は
、

高
倉
勝
子
美
術
館

「
桜
小
路
」

小
家 

恵え

み

こ
美
子
さ
ん

高
倉
勝
子
先
生
の
作
品
の
中
か
ら

草
木
や
春
の
情
景
を
描
い
た
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
高
倉
先
生

の
作
品
は
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬

の
念
や
草
花
に
対
す
る
優
し
さ
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
高
倉

勝
子
美
術
館
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
作
品
の
魅
力
に
触
れ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
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立
派
な
看
護
師
に
な
っ
て

た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
た
い

　
「
得
意
科
目
は
社
会
と
理
科
。
算

数
を
も
っ
と
頑
張
り
た
い
」。
少
し

照
れ
な
が
ら
話
す
４
年
生
の
華
穂
さ

ん
。
そ
ん
な
華
穂
さ
ん
の
将
来
の
夢

は
「
看
護
師
に
な
る
こ
と
」
で
す
。

　

華
穂
さ
ん
が
看
護
師
を
目
指
す

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
華
穂
さ

ん
の
お
ば
あ
さ
ん
が
足
を
痛
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
た
と
き
で
し
た
。

「
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」
と
真
剣

に
思
い
ま
し
た
。「
妹
（
莉り

ほ穂
さ
ん
）

の
鼻
炎
も
治
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い

う
言
葉
に
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　
「
立
派
な
看
護
師
に
な
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
病
気
の
人
を
助
け
た
い
」

と
話
す
華
穂
さ
ん
。「
看
護
師
に

な
っ
た
ら
地
元
の
病
院
で
働
い
て
、

お
ば
あ
さ
ん
の
足
を
良
く
し
て
あ
げ

た
い
」。
家
族
思
い
の
華
穂
さ
ん
の

笑
顔
が
輝
き
ま
し
た
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

さん（豊里小中・4年）
（豊里町下町・昌利さん方）

ちゃん（3歳）
平成22年2月15日生まれ
南方町・大袋
安弘さんの長女

　陽菜乃ちゃんのお家はお
店屋さんです。毎日おばあ
ちゃんと一緒に商品の配達
をしています。電話番もこ
なす陽菜乃ちゃん。立派な
お店の看板娘です。

）

くん（2 歳）
平成23年2月23日生まれ
東和町・米谷9
忠慶さんの次男

　シャケやホッケなど、お
魚が大好物の智哉くん。そ
んな智哉くんは、いつもお
兄ちゃんの慶

けいご

吾くんと仮面
ライダーウィザードごっこ
をして遊んでいます。

くん（2 歳）
平成22年7月18日生まれ
米山町・六軒屋敷
翔太朗さんの長男

　翔和くんはとってもお料
理上手。おやつも自分で作
ります。得意料理はカレー
とシフォンケーキ。いつも
「マイ包丁」を使っておい
しい料理を作っています。

ちゃん（3歳）
平成22年1月20日生まれ
中田町・十文字
昭太さんの長女

　いちごが好きな柚姫ちゃ
ん。そんな柚姫ちゃんはト
トロがとっても大好き。ビ
デオを毎日見ていたことも。
最近はプリキュアにハマっ
ている柚姫ちゃんです。

わが家のアイドル Kid’s
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さん（18歳）
（中田町寺山・てんびん座）

まちの若い衆 Young man全国各地で演舞したい
目指すはソーラン祭り

　

１
７
３
㌢
で
Ｏ
型

で
す
。

　

４
月
か
ら
ト
ヨ
テ
ツ
東
北

㈱
に
勤
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
車
の

ボ
デ
ー
部
品
を
造
る
プ
レ
ス
機
の
型
保

全
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
一
日

に
何
千
と
い
う
た
く
さ
ん
の
部
品
を
プ

レ
ス
す
る
た
め
、
毎
日
、
型
の
修
繕
が

必
要
に
な
る
ん
で
す
。

　

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
好
き
。「
明
る

く
元
気
に
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

釣
り
を
し
ま
す
。
友
達
と

一
緒
に
岩
手
県
ま
で
バ
ス
釣
り
に
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
さ
こ
い
で
す
。
地
元
の

「
舞ぶ

し
ど
う

姿
道
み
ろ
く
」
と
い
う
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
毎
週
水

曜
、
中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
50
を
超
え
る

イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

笑
顔
が
す
て
き
で
、

料
理
上
手
な
人
。

　

よ
さ
こ
い

で
全
国
各
地
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
出

場
し
て
演
舞
を
す
る
こ
と
で
す
。
ま
だ

実
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

は
北
海
道
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
に
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

●
7
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
6
月
10
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
14
作
品
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迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

❶

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
50
歳

以
上
の
人
も
可
）、
身
体
障
が
い

者
（
１
級
〜
４
級
）、
精
神
・
知

的
障
が
い
者
は
単
身
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
❸
入

居
者
全
員
に
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
❹
現
に
市
営
住
宅
に
入
居
し

て
い
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
❺
申
込
者
ま
た
は
同
居
予
定
者

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
迫
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

４
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

１
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

▼
石
越
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

４
０
５
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

❶
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
人
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
❸
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
❹

年
収
（
賞
与
お
よ
び
利
子
所
得
な

ど
で
継
続
的
な
収
入
を
含
む
）
の

12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃
の
３
倍

以
上
で
あ
る
こ
と

】
1
台
だ
け
、
別
途

２
０
０
０
円

※
駐
車
場
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

各
総
合
支
所
市

民
課
お
よ
び
建
設
部
住
宅
都
市
整

備
課
（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

６
月
13
日
（
木
）

期
限
厳
守

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課
（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
３
１
６

※
郵
送
に
よ
る

　

申
し
込
み
は

　

受
け
付
け
で

　

き
ま
せ
ん
。　

❷

▼
豊
里
上
屋
浦
８
棟
|
１
号
（
豊

里
町
上
屋
浦
２
１
３
番
地
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
４
４
０
０
円

〜
２
万
１
５
０
０
円

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯

❶
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ

と
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、
60

歳
以
上
の
人
は
21
万
４
千
円
以

下
）。
※
収
入
基
準
の
算
出
は
、

入
居
予
定
者
の
合
計
所
得
か
ら
世

帯
主
以
外
の
入
居
予
定
者
一
人
に

つ
き
38
万
円
を
控
除
し
、
12
カ
月

で
割
っ
た
金
額
❷
同
居
す
る
親
族

が
い
る
こ
と
（
婚
姻
予
定
も
可
）。

※
原
則
と
し
て
単
身
で
の
入
居
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
60
歳
以

上
の
人
（
た
だ
し
、
特
例
と
し
て

◉
　

い
ま
さ
ら
家
族
に
聞
け
な
い
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
、

優
し
く
、
繰
り
返
し
相
談
に
応
じ

ま
す
。

6
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午
（
5
日
前
ま
で
予

約
し
て
下
さ
い
）

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
パ

ソ
コ
ン
･
ネ
ッ
ト
･
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０
（
21
）
5
2
6
2

◉
　

い
ま
さ
ら
家
族
や
同
僚
に
聞
け

な
い
パ
ソ
コ
ン
操
作
方
法
に
つ
い

て
の
相
談
を
、
優
し
く
、
何
度
で

も
繰
り
返
し
お
答
え
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
も
受
け
付
け

ま
す
。（
受
講
日
前
日
ま
で
予
約

し
て
下
さ
い
）１時

間
1
2
5
0
円

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

】
N
P
O
法
人
パ

ソ
コ
ン
･
ネ
ッ
ト
･
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０
（
21
）
5
2
6
2

◉▼
暑
中
見
舞
い
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

6
月
11
日
（
火
） 

午
前

10
時
〜
正
午
、
6
月
14
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
家
計
簿
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

】
6
月
18
日
（
火
）
午
前 

10
時
〜
正
午
、
6
月
21
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
午
後
９
時
（
受
講
日

前
日
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

２
０
０
０
円

】
迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
パ

ソ
コ
ン
･
ネ
ッ
ト
･
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０
（
21
）
５
２
６
２

◉
　

あ
な
た
の
都
合
の
い
い
時
間
に

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
て
、
い
ま
さ

ら
家
族
・
同
僚
に
頼
め
な
い
相
談

に
応
じ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
い
方
を
ご
指
導
し
ま
す
。

１
コ
ー
ス
（
４
時
間
）

５
０
０
０
円

N
P
O
法
人
パ

ソ
コ
ン
･
ネ
ッ
ト
･
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０
（
21
）
５
２
６
２

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
と
協
力
し

て
、債
務
の
返
済
な
ど
に
つ
い
て
、

月
２
回
無
料
相
談
日
を
設
け
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

  

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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※（　　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

ちゃん
（南方町北本郷・幹雄さん）

ちゃん
（米山町千貫・浩也さん）

くん
（米山町森腰・保さん）

ちゃん
（米山町森腰・美智子さん）

くん
（米山町斉藤・宏光さん）

くん
（南方町北本郷・和孝さん）

くん
（米山町江浪・信一さん）

ちゃん
（米山町粟ヶ崎・講市さん）

ちゃん
（米山町的場・大輔さん）

ちゃん
（南方町北大畑・政彦さん）

ちゃん
（南方町柳沢・智子さん）

ちゃん
（南方町沼崎・良子さん）

くん
（南方町北本郷・智幸さん）

ちゃん
（南方町原・雄輔さん）

ちゃん
（南方町大門・研次さん）

騙されないための３箇条

６
月
14
日
（
金
）、
28
日

（
金
）　

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
４

時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

14
日
：
佐
竹
孝
行
（
司

法
書
士
）
28
日
：
菅
野
高
雄
（
弁

護
士
）

※
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

☎ 

０
２
２
０
（
34
）
２
３
０
８

無
料

☎ 

０
２
２
０
（
34
）
２
３
０
８

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課
（
商
工
業
振
興
係
）

☎ 

０
２
２
０
（
34
）
２
７
３
４
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20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）
や
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
な
ど
に
在
学
す
る

人
で
す
。
ま
た
夜
間
・
定
時
制
課

程
や
通
信
制
課
程
も
含
ま
れ
ま

す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
る
場

合
は
、
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生

で
あ
れ
ば
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
不
慮
の
事
故
で
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
事
態
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
、
自
身
や
家
族
の

経
済
的
な
支
え
と
な
る
年
金
を
受

け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事

務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
２
９
（
23
）
１
２
０
３

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
年

金
医
療
係
）　

☎
０
２
２
０
（
58
）
２
１
６
６　

】
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

登
米
市
民
病
院

地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０
（
22
）
５
５
１
１

　

市
民
病
院
で
は
、
が
ん
患
者
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
が
気
楽
に
集
ま

り
、
お
茶
や
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
生
活
の
工
夫
な
ど
を
語
り
合
え

る
場
「
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と
め
」
を

開
い
て
い
ま
す
。
情
報
交
換
や
交

流
を
通
じ
て
悩
み
や
不
安
を
解
消

し
、
明
る
く
前
向
き
に
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
機
会
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
開
催
会
場
は
２
カ
所
で
、

ど
ち
ら
の
会
場
に
も
参
加
で
き
ま

す
。
時
間
内
の
入
室
や
退
室
は
自

由
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。】

６
月
10
日
（
月
）、
７

月
８
日
（
月
）、
９
月
９
日
（
月
）

】
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

６
月
19
日
（
水
）、
７

月
17
日
、（
水
）
８
月
21
日
（
水
）、

９
月
18
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後

３
時

】
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

▼
８
月
５
日

（
月
）
南
方
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
１

月
27
日
（
月
）
迫
保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
10
時
〜
正
午

　

タ
オ
ル
帽
子
は
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
１
枚
で
で
き
、
ど
な
た
で
も
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
岩

手
ホ
ス
ピ
ス
の
会
」
が
、
抗
が
ん

剤
治
療
に
よ
り
脱
毛
し
た
人
の
た

め
に
考
え
た
も
の
で
、
こ
の
会
の

指
導
の
下
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

脱
毛
さ
れ
た
人
ご
自
身
や
ご
家

族
、
大
切
な
誰
か
の
た
め
に
一
緒

に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

登
米
市
民
病
院
（
が
ん

相
談
支
援
室
）

】
６
月
13
日
（
木
）、
27

日
（
木
）、
７
月
11
日
（
木
）、
25

日
（
木
）、
８
月
８
日
（
木
）、
22

日
（
木
）、
９
月
12
日
（
木
）、
26

日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
（
２

時
間
程
度
）

１
０
０
０
円
（
型
紙

代
な
ど
）

登
米
市
民
病
院

地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０
（
22
）
５
５
１
１

6月25日（火）
　① 9：30～②11：00～③13：30～④15：00～

県東部保健福祉事務所登米地域事務所（登米保
健所）

障害者就業・生活支援センター「ゆい」

▼障害者就業・生活支援センター「ゆい」　
　☎ 0220 (21) 1011

▼福祉事務所生活福祉課 ( 障害福祉係）　
　☎ 0220 (58) 5552
※職業のあっせんではありませんのでご注意願います。

　

年
金
の
申
請
手
続
き
、
支
払
内
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登米図書館／☎0220（52）5330

はじめての持ちよ
りレシピ
ＨＩＳＡＫＯ／著

みんなに喜ばれる持ちよ
りレシピ満載です。気軽
に作ってみましょう。

アレクサンダと
ぜんまいねずみ
レオ＝レオニ／著

ぜんまいねずみにあこが
れる、ねずみのアレクサ
ンダ。二匹の友情のお話
です。

伊達政宗　東北の覇
者となった戦国大名
西本　鶏介／著

伊達政宗をもっとくわ
しく学んでみませんか。
絵や写真で楽しく学習
できます。

言葉図鑑　にほんご
えいご　ポルトガル
ご　スペインご
五味　太郎／原作

「なまえのことば」と
「くらしのことば」を
４カ国語で紹介しま
す。言葉の表現を楽し
みましょう

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

何者
朝井　リョウ／著

直木賞受賞作。「就活」
中の大学生の日常をリ
アルに描きます。

園芸図鑑　家庭果樹
三上　常夫 ほか／著

人気の果樹70種類を自
宅で育てませんか。フ
ルーツ作りの極意がわ
かります。

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

】
６
月
27
日
（
木
）
午
後

８
時
ま
で

市
役
所
迫
庁
舎
１
階　

収
納
対
策
課

】
総
務
部
収
納
対

策
課　

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
６
９

　

収
納
対
策
課
で
担
当
し
て
い
ま

し
た
税
外
４
債
権
（
住
宅
使
用

料
・
保
育
料
・
幼
稚
園
授
業
料
・

給
食
費
）
は
、
７
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
担
当
課
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
住
宅
使
用
料
＝
住
宅
都
市
整
備

課
（
中
田
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
３
１
６　

▼
保
育
料
＝
子
育
て
支
援
課
（
南

方
庁
舎
１
階
）

☎
０
２
２
０
（
58
）
５
５
６
２

▼
幼
稚
園
授
業
料
＝
学
校
教
育
課

（
中
田
庁
舎
３
階
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
６
７
９

▼
給
食
費
＝
教
育
総
務
課
（
中
田

庁
舎
３
階
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
６
７
０

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ
り
、
県
の

許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
店
や
会
社
の
壁
面
に
掲
示
す
る

文
字
や
絵
▼
道
端
に
設
置
す
る
案

内
看
板
や
宣
伝
、
は
り
紙
▼
広
告

塔
や
電
光
掲
示
板
▼
そ
の
他
、
屋

外
に
継
続
し
て
表
示
す
る
も
の
は

す
べ
て
屋
外
広
告
物
と
な
り
ま

す
。（
事
業
所
や
自
己
敷
地
内
に

表
示
す
る
も
の
も
含
み
ま
す
）

◉
表
示
で
き
な
い
地
域
（
禁
止

地
域
）
①
高
速
自
動
車
道
か
ら

５
０
０
㍍
以
内
②
自
然
環
境
保
全

区
域
③
文
化
財
な
ど
（
自
家
用
広

告
物
な
ど
は
表
示
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

◉
許
可
が
必
要
な
地
域
（
許
可
地

域
）
①
都
市
計
画
区
域
内
②
国
県

道
か
ら
５
０
０
㍍
以
内
な
ど

　

そ
の
他
、
大
き
さ
や
表
示
方
法

☎

容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

】
6
月
27
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
３
時
30
分

市
役
所
迫
庁
舎
１
階
（
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９
（
23
）
１
２
０
４

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に
は

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ
り

ま
す
の
で
、
設
置
の
際
に
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所
（
行
政

班
）

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
４
９
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

pref.m
iyagi.jp/soshiki/et-

tm
dbk/koukoku-pr.htm

l
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◉

　日時／6月1日（土）～22日（土）
　10：00～17：00
　会場／レストラン　
　入場料／無料

◉
　日時／6月8日（土）
　10：00～　
　会場／大ホール　
　入場料／1,500 円（当日2,000 円）

◉

日時／6月25日（火）～7月31日（水）
　10：00～17：00（最終日は正午まで）
　会場／レストラン
　入場料／無料

登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
の
会

で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
「
第
６
回
歌

と
踊
り
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま

す
。

６
月
23
日
（
日
）
正
午

開
演
（
午
前
11
時
開
場
）

登
米
祝
祭
劇
場

歌
謡
、
舞
踊
な
ど

１
枚
５
０
０
円
（
全

席
自
由
）

※
次
の
人
は
入
場
無
料
で
す
。

①
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
お
よ
び

　

介
護
付
き
添
い
人

②
市
内
の
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い

　

る
人

】
一
部
を
登
米
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
ま
わ
り
の
会
（
代
表　

及
川
圭

助
）

☎
０
８
０(

６
０
３
７)

６
２
２
１

  総務省からのお知らせ

　電波の混信・妨害についてのお問い合わせは 
　〒980-8795
   　仙台市青葉区本町３－２－２３
　　総務省　東北総合通信局　相談窓口
　　☎ 022（221）0641
　　http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/

デンパ君

◉

　

　

佐
沼
さ
つ
き
盆
栽
同
好
会
創
立

50
周
年
記
念
式
典
と
さ
つ
き
盆
栽

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

】
６
月
15
日
（
土
）、
16
日

（
日
）、
17
日
（
月
）
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
（
17
日
は
午
後
２
時
ま

で
）

七
福
い
ち
ば
特
設
会
場

（
津
島
神
社
向
か
い
）

佐
沼
盆
栽
同
好

会
（
会
長　

小
林
忠
秋
）

☎
０
９
０(

７
５
２
７)

２
０
０
０

◉

６
月
８
日
（
土
）、
９
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時

催
し
、
青
空
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
も
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
チ
ア
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
食
育
う
ち

わ
づ
く
り
体
験
も
で
き
ま
す
。
来

場
者
に
は
す
て
き
な
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

６
月
８
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
店

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

む
し
歯
菌
の
観
察
、
咀

嚼
能
力
テ
ス
ト
ほ
か

無
料

か
が
の
歯
科
医

院☎
０
２
２
０
（
35
）
２
５
５
２

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◉

】
６
月
８
日
（
土
）、
９
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
９

日
（
日
）
は
午
後
４
時
ま
で
）

石
越
公
民
館

　

登
米
市
歯
科
医
師
会
と
登
米
市

歯
科
衛
生
士
会
で
は
登
米
市
と
共
　

は
ん
と
く
苑
、
第
二
は
ん
と
く

　

苑
・
第
三
は
ん
と
く
苑
の
３
つ
の

施
設
が
合
同
で
運
動
会
を
開
催
し

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜善

王
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人

槃
特
会
は
ん
と
く
苑

☎
０
２
２
０
（
55
）
２
７
２
７
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

追突事故が交通事故の半数以上を占めまし
　た。十分な車間距離を確保して、追突事故を
　防ぎましょう。
夜間、自転車や歩いて出かける場合は反射材
　を身につけましょう。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成25年 4月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,477 10,384 11,118 21,502

登米 1,831 2,493 2,752 5,245

東和 2,469 3,468 3,638 7,106

中田 4,824 7,792 8,239 16,031

豊里 2,080 3,356 3,487 6,843

米山 2,855 4,876 5,077 9,953

石越 1,614 2,642 2,732 5,374

南方 2,581 4,285 4,582 8,867

津山 1,235 1,777 1,923 3,700

合計 26,966 41,073 43,548 84,621

※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台
帳制度の対象になったため、上記人口・世帯数
に含まれています。

（平成25年4月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H25 H24 増減数

人身事故
発生件数 123件 102件 21件

死者数 1件 2件 ▲1件

負傷者数 148件 120件 28件

物損事故
発生件数 744件 740件 4件

※平成2５年１月からの延べ件数

…
◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前
８時

　休日・夜間診療案内は下
記の番号で24時間対応して
います。
　☎ 0229 (24) 2267
◉６月の休日急患当番医・
歯科休日当番医は「広報
とめ」５月21日号に掲
載しています。

相談日 相談時間

６月
10日（月）、17日（月）

24日（月）

①10：00～10：50

②11：00～11：50

③13：00～13：50

④14：00～14：50

⑤15：00～15：50
７月

1日（月）、8日（月）

29日（月）

※8月以降の相談日は、後日お知らせします。

日
本
画
、洋
画
、書
、

写
真
、
工
芸
の
５
部
門

自
由県

内
在
住
の
60
歳

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

１
作
品
５
０
０

円
（
出
展
は
各
部
門
１
人
１
点
）

７
月
１
日
（
月
）

〜
10
月
15
日
（
火
）

宮
城
県
美
術
館
（
県

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

】
11
月
28
日
（
木
）

〜
12
月
１
日
（
日
）
※
入
場
無
料

各
部
門
専
任
審
査
員
が

審
査
し
ま
す
（
表
彰
式
あ
り
）。

入
賞
作
品
は
、
平
成
26
年
開
催
予

定
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ

２
０
１
４
」
美
術
展
部
門
へ
出
展

い
た
だ
き
ま
す
。

県

社
会
福
祉
協
議
会
（
い
き
が
い
健

康
課
）

☎
０
２
２
（
２
２
３
）
１
１
７
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

m
iyagi-sfk.net/　

　

教
育
研
究
所
で
は
、
学
業
・
不

登
校
・
い
じ
め
・
問
題
行
動
・
子

育
て
な
ど
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
の
た
め
に
、
経
験
豊
か
な
専
門

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

専
用
電
話
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

市
視
聴
覚
セ
ン

タ
ー
２
階
「
教
育
相
談
室
」

※
来
所
さ
れ
ま
し
た
ら
、
直
接
２

　

階
相
談
室
前
で
お
待
ち
く
だ
さ

　

い
。

面
接
相
談
・
電
話

相
談
で
も
電
話
に
よ
る
予
約
が
必

要
で
す
。

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

☎
０
２
２
０
（
22
）
８
１
２
５

市
教
育

研
究
所　

☎
０
２
２
０
（
22
）
８
０
２
９
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女
子
棒
高
跳
び

２
年
連
続

２
年
連
続
で
県
記
録
を
更
新
更
新

迫町・下舟丁

笠原　奈菜さん
かさはら　なな

平成９年生まれ　血液型／Ａ

　４月28日に宮城スタジアム（利府町）で
開催された陸上の県春季大会。女子棒高跳
びに出場した笠原奈菜さん（佐沼高１年）が、
３㍍31の県新記録を樹立しました。昨年、
佐沼中３年時に樹立した自らの県記録を、
２年連続で更新したことになります。中学２
年の時、陸上部の１年先輩が競技する姿を
見て「楽しそう」と始めた棒高跳び。以来
記録を伸ばし続け、中学で全国ランキング
３位、高校では１年生ながら９位という位置
にいます。「７月の県選手権で国体出場の標
準記録３㍍40をクリアし、秋の東京国体
では３位以内に入りたい」と目を輝かせる
笠原さん。どこまで伸びるか楽しみです。

技術と体力、精神力を鍛え、さらなる高みを目指したいと
いう笠原さん（写真は昨年の岐阜国体）

▲

４
月
28
日
〜
５
月
12
日
ま
で
米
山

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
に
囲
ま
れ
た
遊
歩
道
。
散
策
す
る

女
性
た
ち
の
顔
も
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
「
広
報
と
め
」
が
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
選
。
河
北
新
報
で
紹
介
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
光
栄
で
あ

り
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
力
不
足
の
身
。
頑
張
り
ま
す
。（
遠
藤
）

▼
先
日
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
団
式
の
取

材
の
た
め
中
田
保
育
所
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
結
団
式
前
に
は
地
震
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
、
先
生
の
言
う
こ
と
を

聞
き
、
落
ち
着
い
て
避
難
す
る
子
供
た
ち

の
姿
に
感
心
。
普
段
か
ら
の
訓
練
、
心
掛

け
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。（
佐
藤
）

▼
田
植
え
の
最
盛
期
も
終
わ
り
、
通
勤
の

風
景
が
一
変
。
こ
れ
か
ら
稲
の
成
長
を
見

な
が
ら
出
勤
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
私

は
子
供
た
ち
の
取
材
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、
遊
び
ま
わ
る
子
供
た
ち
を
撮

る
の
に
大
苦
戦
。
で
も
、
楽
し
そ
う
に
走

り
ま
わ
る
姿
は
癒
や
さ
れ
ま
す
ね
。（
増
子
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/
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